
　

　

H 24 ～ H 24

評価対象事業名称
リサイクルプラザ資源供給コンベヤ補修事

業

 （対象指標1）

 （対象指標2）

22,671人
（H23.9月末現在）

201040702

H23.10.28

コード

記入日
事  務  事  業  事  前  評  価  表

平成 年度

 （対象1）

単年度事業

事業期間

作成年度

年度

総合計画の位置付け

課ｺｰﾄﾞ

 （対象2）

町民

内
訳

 人件費　B

23年度

 政策名称

 施策名称

 基本事業名称

 事務事業名称

安全、便利、快適な生活環境づくり

しまの自然とともに生きる環境づくり

ごみ減量化とリサイクルの推進

リサイクルプラザ管理費

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度以降

100 %
実施事業費÷

全体事業費
平成24年度

0日 平成24年度

1.0

平成24年度
ｱﾝﾀﾞｰｶﾞｰﾄﾞ補修

ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ補修

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

課　名 環境課

課長名 白石　英穂

24

事業種類

113

23

～ 平成平成 24 年度

川渕　靖担当者

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 2  款ｺｰﾄﾞ 4

2

 基本事業ｺｰﾄﾞ 20104  目ｺｰﾄﾞ 4

 施策ｺｰﾄﾞ 201  項ｺｰﾄﾞ

318

 関連計画 新上五島町一般廃棄物処理計画 法令・条例規則等
廃棄物処理法・新上五島町廃棄物の処理及び再生利用等

に関する条例・新上五島町廃棄物処理施設設置条例

 事務事業ｺｰﾄﾞ 2010407  細目ｺｰﾄﾞ

 対象：誰、何を対象にしているのか  対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか  成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1.0式

・平成14年の竣工以来10年が経過し、資源供給コンベヤのアンダーガード及

びダストシュートが経年劣化において腐食していることから交換・補修工事

を行なう。

　→資源供給コンベア補修工事　1.0式

・経年劣化により腐食したアンダーガード及びダストシュートの交換・補修

工事を行い、作業環境及び資源化設備機器の充実を図る。

③

進捗率

故障等による不

稼働日数

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

単位
全体計画

24年度

活動指標

式 1.0

成果指標

% 100 100

日 0 0

 総事業費 C（A+B） 千円 4,214 4,214

 直接事業費 A 千円 3,514 3,514

C
の
財
源
内
訳

国補助金 千円

県補助金 千円

起　　債 千円

そ の 他 千円

4,214一般財源 千円 4,214

千円 700 700

従事職員数 人 0.1 0.1

人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

① 資源化設備補修

②

③

①

②

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

1

次
評
価

事業の緊急
性・必要性

類似事業との
関連

費用対効果

  当分の間は実施しない

201040702ｺｰﾄﾞ

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

資源供給コンベヤのアンダーガード及びダストシュートが経年劣化による腐食において少しの衝撃でも穴が開く状況にあり、資

源ごみに含まれる水分や点検オイル等が垂れていて衛生的にも作業的にも良くない状況にあることから設備の充実を図る必要が

ある。

類似事業はない。

事業の実施において作業環境及び資源化設備機器の充実が図られて作業効率が上がると考えられる。

2次評価 施設の維持・管理上必要であると判断する。事業執行にあたっては経費の節減に努めること。

 
事
業
採
択
結
果

1次 2次 3次

  

計画どおりに事業を実施する

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

  事業費を減額して事業を実施する

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

● ●

住民等の意見

 次年度以降に計画を見直して実施する

町 の 対 応

   事業内容を見直して事業を実施する

  

評価（CHECK） 


